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私
は
小
児
科
医
に
な
っ
て

あ
と
数
年
で
半
世
紀
に
な
り

ま
す
。
保
険
医
の
生
活
と
権

利
を
守
る
と
共
に
医
療
を
充

実
さ
せ
る
と
い
う
基
本
理
念

に
共
感
し
、
保
険
医
協
会
会

員
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は

一
会
員
で
し
た
が
、
岩
手
に

も
女
性
部
を
立
ち
上
げ
て
か

ら
企
画
運
営
に
も
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め

は
会
員
同
士
の
交
流
が
主
で

し
た
が
、
保
団
連
女
性
部
の

活
動
か
ら
も
学
び
、
市
民
向

け
学
習
講
演
会
や
弁
護
士
な

ど
他
分
野
の
女
性
と
の
交
流

の
過
酷
な
労
働
実
態
が
そ
の

背
景
に
は
あ
り
ま
す
。

　
女
性
医
師
の
場
合
、
妊
娠

出
産
な
ど
を
契
機
に
卒
後
１０

年
前
後
に
就
業
率
が
一
定
下

が
る
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ

が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
家
事

育
児
な
ど
に
関
わ
る
た
め
に

専
門
医
や
研
究
の
継
続
を
断

念
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

発
表
し
た
２
０
２
２
年
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で

日
本
は
１
１
６
位
と
Ｇ
７
で

最
下
位
、
女
性
医
師
の
割
合

も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
最
低
で
す
。

保
団
連
女
性
部
で
は
女
性
医

師
の
労
働
環
境
改
善
は
全
て

の
医
師
の
労
働
環
境
改
善
に

つ
な
が
る
と
し
て
、「
女
性
医

師
の
働
く
環
境
改
善
の
た
め

の
提
言
」
や
女
性
開
業
医
の

産
前
・
産
後
休
暇
の
取
得
状

況
の
調
査
結
果
な
ど
を
社
会

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
崩
壊

の
現
状
を
み
て
も
医
師
数
の

確
保
は
じ
め
医
療
供
給
体
制

の
安
定
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。

　
医
師
の
人
間
ら
し
い
働
き

方
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
安

心
安
全
な
医
療
提
供
の
た
め

に
も
不
可
欠
で
す
。
医
療
界

で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進

め
、
新
し
い
会
員
の
参
加
を

得
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　1975年岩手医大卒業、
79年より川久保病院小
児科勤務。現在、岩手協
会副会長、社会福祉法人
「いわて共同福祉会」理事
長。

150

医
療
界
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
学
生
時
代
、
女
性
は

１
割
以
下
で
し
た
が
、
最
近

は
過
半
数
を
占
め
る
医
学
部

も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
３５
歳

未
満
の
医
師
の
約
３
分
の
１

は
女
性
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
は
そ
の
割
合
が
大
き
く
な

る
の
は
確
実
で
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
話
題

に
な
る
中
、
２
０
１
８
年
医

学
部
入
試
の
女
性
差
別
が
大

き
な
波
紋
を
広
げ
ま
し
た
。

絶
対
的
医
師
不
足

の
中
で
女
性
医
師

が
増
え
る
と
現
場

が
回
ら
な
い
と
い

う
声
も
あ
り
、
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
る
よ
う
な
医
師

新
型
コ
ロ
ナ
で
の
給
付
状
況

　
休
業
保
障
制
度
は
全
国
の

加
入
者
か
ら
毎
月
約
３
０
０

件
の
傷
病
休
業
給
付
金
の
請

求
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
給
付

金
請
求
の
審
査
を
行
う
休
保

審
査
委
員
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

表１ 新型コロナウイルス感染症による 
　　休業給付金の給付件数
審査月審査月 総件数総件数 内陽性内陽性 内疑い等内疑い等

２
０
２
０

２
０
２
０
年年

5月 7 2 5
6月 10 3 7
7月 5 2 3
8月 2 2 0
9月 8 3 5
10月 7 4 3
11月 7 4 3
12月 2 1 1

２
０
２
１

２
０
２
１
年年

1月 12 6 6
2月 22 14 8
3月 13 12 1
4月 17 15 2
5月 9 8 1
6月 29 25 4
7月 29 24 5
8月 16 13 3
9月 14 9 5
10月 26 16 10
11月 21 16 5
12月 7 6 1

２
０
２
２

２
０
２
２
年年

1月 9 8 1
2月 16 11 5
3月 72 63 9
4月 70 63 7
5月 80 71 9
6月 100 94 6
7月 88 84 4
計 698 579 119

行
当
初
か
ら
同
感
染
症
に
よ

る
休
業
を
給
付
対
象
と
す
る

こ
と
を
い
ち
早
く
決
定
し
、

確
実
な
給
付
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
休
業
給
付
金
請

求
は
、
一
昨
年
の
５
月
以
降

毎
月
請
求
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
今
年
７
月
度
の
休
保
審

査
委
員
会
ま
で
に
総
件
数
６

９
８
件
、
２
億
３
６
０
３
万

８
０
０
０
円
の
給
付
を
行
っ

表３ 22年７月審査までの年齢別新型コロナウイルス感染症給付状況

受給年齢受給年齢 給付件数給付件数 内陽性内陽性
（参考）（参考）

加入者の年齢構成加入者の年齢構成
202１.8.１現在202１.8.１現在

～35歳 10（1.5％） 8（1.4％） 0.7%

36～40歳 17（2.6％） 14（2.4％） 2.0%

41～45歳 50（7.7％） 41（7.0％） 3.7%

46～50歳 51（7.8％） 39（6.7％） 6.2%

51～55歳 80（12.3％） 83（14.2％） 10.6%

56～60歳 95（14.6％） 102（17.4％） 18.2%

61～65歳 131（20.2％） 122（20.9％） 24.0%

66～70歳 143（22.0％） 119（20.3％） 19.8%

71～75歳 73（11.2％） 57（9.7％） 13.8%

て
い
ま
す
。
６
９
８
件
の
給

付
件
数
の
内
訳
は
、
同
感
染

症
の
「
陽
性
」
が
５
７
９
件
、

「
陰
性
・
疑
い
」
が
１
１
９
件

で
す
（
表
１
）。

　
特
に
今
年
の
３
月
度
審
査

以
降
の
給
付
件
数
の
伸
び
は

顕
著
で
す
。
６
月
度
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
給
付
件
数
は
１
０
０
件

に
上
り
、
当
月
度
新
規
請
求

件
数
の
約
３
分
の
１
を
占
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特

定
の
疾
病
に
よ
る
休
業
請
求

が
全
体
の
約
３
割
を
占
め
る

と
い
う
特
異
な
状
況
が
今
年

春
以
降
続
い
て
い
ま
す
。

　
発
症
時
期
別
給
付
件
数
を

見
て
も
、
全
国
的
な
感
染
者

数
の
推
移
と
同
様
に
今
年
に

入
っ
て
か
ら
発
症
し
休
業
に

至
る
加
入
者
が
顕
著
に
増
え

て
い
ま
す
（
表
２
）。

若
い
世
代
の
請
求
多
く

　
給
付
状
況
の
年
齢
別
分
布

を
見
る
と
、
加
入
者
の
年
齢

構
成
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お

り
、
ど
の
年
代
も
同
様
に
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。
特

に
５５
歳
以
下
の
働
き
盛
り
の

若
い
世
代
は
年
齢
構
成
比
よ

り
も
請
求
者
の
比
率
の
ほ
う

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
表
３
）。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
診
療
を
続
け
る
医
師
・
歯

科
医
師
は
常
に
感
染
・
休
業

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
１２
月
１
日
加
入
の

申
し
込
み
を
受
付
中
で
す
。

（
９
月
中
旬
受
付
締
め
切

り
）。
７
面
の
広
告
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

表２ 発症時期別新型コロナウイルス感染症給付件数
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■ 新型コロナウイルス感染症の疑い（陰性）
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頼
り
に
な
り
ま
す
休
業
保
障

　
保
団
連
の
休
業
保
障
制
度
は
、
保
険
医
が
病
気
や
ケ
ガ

で
の
休
業
時
に
給
付
を
受
け
る
こ
と
で
安
心
し
て
療
養
で

き
る
よ
う
に
と
作
ら
れ
た
共
済
制
度
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

地
域
医
療
を
支
え
る
保
険
医
へ
の
公
的
保
障
が
不
十
分
な

な
か
、
保
険
医
協
会
・
保
険
医
会
会
員
の
休
業
時
の
備
え

の
一
助
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
確
認
か
ら
２
年
半
以
上

が
経
ち
ま
し
た
。
第
７
波
に

よ
る
感
染
者
の
急
増
で
通
常

医
療
も
逼
迫
す
る
中
、
感
染

者
へ
の
対
応
や
検
査
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
と
も
に
地
域
医

療
を
支
え
る
医
師
・
歯
科
医

師
の
皆
さ
ま
の
ご
奮
闘
に
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

●
経
営
を
支
え
る

　
保
険
医
協
会
・
医
会
、
保

団
連
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
医
療

機
関
の
経
営
を
守
る
取
り
組

み
に
会
員
か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で

は
、
診
療
報
酬
特
例
措
置
の

情
報
提
供
や
補
助
金
申
請
の

保
険
医
協
会
・
医
会
へ
ご
入
会
を

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長 

住
江
憲
勇

へ
の
公
的
支
援
が
必
要
で

す
。
経
済
的
理
由
に
よ
る
受

診
抑
制
を
な
く
す
た
め
、
こ

れ
以
上
の
医
療
や
介
護
の
負

担
増
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、
感
染
を
恐
れ
て
必

要
な
受
診
の
手
控
え
も
長
引

い
て
い
ま
す
。
患
者
の
健
康

悪
化
・
重
症
化
が
懸
念
さ
れ

る
と
同
時
に
、
医
療
機
関
の

収
入
減
少
も
深
刻
で
す
。
国

の
責
任
で
、
必
要
な
受
診
を

促
す
と
と
も
に
、
医
療
機
関

へ
の
十
分
な
財
政
措
置
を
行

う
べ
き
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
医
院
経
営

を
守
る
た
め
、
そ
し
て
、
よ

り
良
い
医
療
・
社
会
保
障
を

実
現
す
る
仲
間
と
し
て
、
保

険
医
協
会
・
医
会
へ
ぜ
ひ
ご

入
会
下
さ
い
。

　都道府県の保険医協会・保険医
会でつくる連合会です。保険医協
会・医会には医師・歯科医師10万7
000人が加入しています。
　保険医の経営と生活と権利を守
り、国民医療の向上を目的として、
診療報酬改善、保険診療充実など
の運動を医科・歯科一体で進めて
います。

全国保険医団体連合会
（保団連）

支
援
、
診
療
報

酬
改
定
で
は
、

改
定
テ
キ
ス
ト

の
作
成
や
説
明

会
の
開
催
を
行

っ
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
休
業

保
障
や
保
険
医
年
金
な
ど
の

共
済
制
度
、
日
々
の
医
院
経

営
や
患
者
ト
ラ
ブ
ル
、
理
不

尽
な
指
導
な
ど
に
関
す
る
相

談
体
制
、
研
修
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
国
民
生
活
、
社
会
　

　
保
障
を
改
善
す
る

　
同
時
に
、
私
た
ち
は
、
国

民
生
活
を
改
善
し
、
医
療
・

社
会
保
障
を
充
実
す
る
よ
う

国
に
求
め
る
取
り
組
み
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
目
を
向
け
れ

ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に

伴
い
、
失
業
や
収
入
減
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮


